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佐
藤
卓
己
氏
曰
く
、
も
と
も
と
「
情
報
」
と
い
う
言
葉
は
軍
事
用
語
だ
っ

た
と
い
う
（
『
メ
デ
ィ
ア
社
会
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六
、
二
七
頁
）。
情
報
を
め
ぐ

る
帝
国
の
攻
防
を
鮮
明
に
描
い
た
本
書
を
読
み
終
え
た
時
、
真
っ
先
に
思
い

出
し
た
の
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
。 

 

黒
船
来
航
に
よ
り
「
開
国
」
し
た
日
本
は
、
そ
の
後
、
列
強
の
軍
事
的
経

済
的
進
出
に
曝
さ
れ
る
と
同
時
に
、
情
報
を
通
じ
た
支
配
＝
情
報
覇
権
に
も

組
み
込
ま
れ
る
。
特
に
ハ
ー
ド
（
通
信
設
備
・
回
線
）
と
ソ
フ
ト
（
通
信
社
）

の
両
面
で
圧
倒
的
な
支
配
力
を
誇
っ
た
の
が
英
国
だ
っ
た
。
こ
の
英
国
の
情

報
覇
権
に
対
し
、
当
初
は
そ
れ
を
甘
受
し
て
い
た
日
本
が
次
第
に
そ
の
軛
か

ら
の
脱
出
を
試
み
、
結
局
は
敗
戦
に
よ
り
挫
折
す
る
過
程
を
描
く
こ
と
が
本

書
の
主
題
と
な
る
（
「
Ⅰ
」
で
は
幕
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
ま
で
を
扱
う
）。 

 

本
書
は
全
三
部
か
ら
成
り
立
つ
。 

 

第
一
部
「
海
底
電
線
と
通
信
社
の
到
来
」
で
は
、
日
本
が
欧
米
の
情
報
覇

権
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
が
描
か
れ
る
。
一
九
世
紀
頃
に
列
強
間
で
情
報
覇

権
が
成
立
す
る
（
一
章
）
中
、
一
八
七
〇
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
北
電
信

会
社
が
明
治
政
府
と
海
底
電
線
設
置
を
め
ぐ
る
交
渉
を
行
う
（
二
章
）。
政
府

も
日
本
に
進
出
し
た
英
国
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
と
の
交
渉
に
お
い
て
自
国
情

報
の
海
外
発
信
を
模
索
す
る
（
三
章
）
な
ど
、
八
〇
年
代
に
は
能
動
的
に
「
帝

国
の
道
具
」（
＝
電
線
）
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
。
し
か
し
、

技
術
・
資
金
両
面
で
劣
る
日
本
は
交
渉
の
主
導
権
を
通
信
会
社
に
奪
わ
れ
る

な
ど
、
遅
れ
た
「
帝
国
」
と
し
て
の
苦
悩
を
抱
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
四

章
）。 

 

第
二
部
「
国
際
ニ
ュ
ー
ス
通
信
へ
の
願
望
」
で
は
、
実
際
の
海
外
情
報
の

や
り
取
り
を
明
ら
か
に
す
る
。
当
初
は
横
浜
の
英
字
紙
に
依
存
し
て
い
た
国

内
紙
も
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
独
自
に
通
信
員
を
派
遣
す
る
新
聞
社
が
登
場

し
（
一
章
）、
日
清
戦
後
に
は
『
時
事
新
報
』
を
筆
頭
に
多
く
の
国
内
紙
が
ロ

イ
タ
ー
社
と
契
約
し
国
際
ニ
ュ
ー
ス
の
増
加
・
多
様
化
を
図
っ
た
。
一
方
の

政
府
も
「
新
聞
操
縦
」
に
よ
る
情
報
発
信
を
試
み
る
た
め
ロ
イ
タ
ー
社
と
密

約
を
結
ぶ
（
二
章
）
な
ど
、
そ
の
対
外
電
信
政
策
を
拡
大
す
る
中
で
、
大
北

電
信
線
に
依
存
す
る
体
制
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
そ
の
独
占
権
の
廃
止
に

も
成
功
す
る
。
た
だ
し
、
大
北
電
信
会
社
に
は
そ
の
後
も
特
権
が
認
め
ら
れ

た
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
日
本
は
欧
米
に
よ
る
情
報
覇
権
の
枠
内
に
留
ま
っ

て
い
た
（
三
章
）。 

 

第
三
部
「
帝
国
日
本
の
生
成
と
西
欧
情
報
覇
権
」
で
は
、
日
本
が
「
新
興

帝
国
」
と
し
て
欧
米
の
情
報
覇
権
に
対
抗
す
る
試
み
を
追
う
。
日
露
戦
勝
に

よ
り
国
際
社
会
で
の
自
己
主
張
に
意
欲
を
見
せ
る
日
本
は
、
外
務
省
が
対

米
・
対
清
ニ
ュ
ー
ス
配
信
を
試
み
た
り
（
一
章
）、
第
一
次
世
界
大
戦
で
英
国

の
覇
権
が
動
揺
し
た
こ
と
に
乗
じ
て
国
際
通
信
社
（
政
財
界
の
支
援
を
受
け
て
発

足
）
が
自
社
名
義
で
の
配
信
を
始
め
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
自
主
性
の
拡
大

に
努
め
た
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
欧
米
の
情
報
覇
権
の
壁
は
厚
か
っ
た
（
二

章
）
た
め
、
日
本
は
中
国
大
陸
に
独
自
の
情
報
覇
権
を
形
成
す
べ
く
、
東
方
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通
信
社
を
設
立
し
て
現
地
で
の
宣
伝
活
動
を
始
め
る
。
ま
た
一
九
二
六
年
に

は
国
際
通
信
社
と
東
方
通
信
社
を
合
併
し
て
新
聞
聯
合
社
を
発
足
さ
せ
、
欧

米
の
情
報
覇
権
へ
本
格
的
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
三
章
）。 

 

本
書
で
は
、
帝
国
日
本
と
し
て
の
情
報
戦
略
が
極
め
て
綿
密
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
国
家
と
し
て
の
動
向
だ
け
で
な
く
、
一
方
で
、

民
間
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
情
報
環
境
に
つ
い
て
極
め
て
詳
細
な
分
析

を
行
っ
て
い
る
点
も
本
書
の
魅
力
の
一
つ
と
言
え
る
。
そ
の
活
用
例
を
一
つ

挙
げ
た
い
。
本
書
で
も
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
八
七
五
年
に
『
東
京

日
日
新
聞
』
は
欧
州
に
通
信
員
を
置
き
、
彼
ら
の
報
告
を
基
に
「
欧
羅
巴
通

信
」
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
は
欧
州
や
露
国
の
情
勢
に
関
す
る
多
く
の
情
報

が
集
め
ら
れ
た
。
だ
が
本
書
に
よ
れ
ば
、
七
七
年
の
段
階
で
も
、
大
半
の
国

内
紙
は
英
字
紙
か
ら
の
転
載
と
い
う
形
で
し
か
海
外
ニ
ュ
ー
ス
を
入
手
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
掲
載
ま
で
に
一
ヶ
月
以
上
の
時
間
差
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
『
東
日
』
の
試
み
は
当
時
に
お
い
て
は
画
期
的
で
あ
り
、
入
手

し
た
情
報
は
同
紙
の
言
論
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
面
は
分
析
の
対
象
外
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
が
、
今
後
は
単
に
そ
の
言
説
を
分
析
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ベ
ー
ス

と
な
る
「
情
報
の
入
手
」
と
い
う
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
分
析
す
る
必
要

も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
本
書
の
魅
力
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
手
に
し
た
人
々
に
応

じ
て
様
々
な
魅
力
を
提
供
し
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
に
よ
り

日
本
近
代
史
研
究
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
が
手
に
取
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（
團
藤
充
己
） 

 

                       
 


